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ア
ン
ド
レ
エ

云
へ
ば
、
人
生
t
乙
一
誠
ふ
事
代
定
ま
つ
℃
居
る
ι

け
れ
ど
も

総
べ
℃
の
議
術
家
が
人
生
の
内
、
人
間
の
内
に
同
一
の
物

を
探
ね
℃
同
一
の
物
を
後
見
す
る
と
一
五
ム
伴
で
は
な
い
。

仮
令
同
b
事
柄
で
も
業
税
擦
の
仕
方
や
悩
潟
の
方
法
と
一
式

一
ふ
も
の
は
惑
術
家
に
依
℃
其
れ
ぞ
れ
縫
っ
℃
射
る
。
例
へ

一
ば
四
五
年
前
に
じ
く
な
っ
た
チ
ヂ
ホ
ア
で
み
る
。
彼
の
州
内

一
味
、
を
引
い
た
も
の
は
重
に
彼
れ
の
身
滋
在
取

b
忽
い
て
ほ
柿

一
た
現
貨
の
一
枇
命
日
で
、
彼
の
作
物
に
は
此
の
一
枇
命
日
の
上
代
成

長
し
生
活
し
て
居
る
人
物
、
が
縞
わ
れ
て
居
る
。
印
ち
彼
の

創
作
の
箱
閣
は
専
ら
悶
悶
の
資
枇
命
"
で
あ
っ
℃
、
契
れ
以

外
に
は
一
歩
も
出
な
い
。
彼
の
創
作
の
精
神
や
叉
某
の
支

配
概
念
た
る
服
世
主
義
は
或
一
境
堺
に
限
ら
れ
℃
mm
て
、
つ

ま
λ

リ
業
時
代
式
の
精
納
刊
で
わ
λ

ツ
唱
又
尖
時
代
丈
の
般
世
主

義
で
あ
る
。
時
代
方
践
の
関
係
を
超
魁
し
℃
一
般
人
知
的

の
問
題
を
描
く
と
云

λ
事
は
殆
ど
チ
エ
ホ
ア
に
於
て
認
め

ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。
世
代
時
代
の
兎
と
一
五
ム
誌
が
あ
る

が
。
チ
広
ホ
プ
の
如
き
は
英
の
趨
例
だ
ら
う
t
乙
忠
ム
。
そ
れ

で
チ
エ
ホ
ア
の
や
う
な
議
術
家
と
な
る
に
は
、
誕
の
官
時

の
生
活
に
深
く
徹
底
し
て
、
誕
の
枇
命
日
の
ゐ
ら
ゆ
る
現
象

議

若菜

露
図
文
豪
ア
ン

V
E
レ
5-

ァ
論

廃
除
義
塾
一
一
一
同
文
山
中
合
に
於
℃

昇

曙
夢
君
講
演
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プ
が
初
め
℃
丈
一
取
に
現
は
れ

た
の
は
、
千
八
百
九
十
八
年
で
、
英
後
二
年
・
を
緩
℃
彼
は

般
に
箕
面
白
な
る
批
評
家
の
注
意

k
晩
起
し
た
の
で
あ

る
。
英
れ
か
ら
四
五
年
も
経
っ
と
ゴ

1
y
キ
ー
や
共
仰
の

大
家
を
腿
倒
し
℃
A
ー
で
は
滋
同
文
漉
乞
粉
占
し
℃
印
刷
る
や

う
な
勢
で
あ
る
c

ア
ン
ド
レ
エ
プ
が
斯
く
も
迅
速
に
一
位
合

的
役
怠
を
陥
突
起
し
た
源
問
は
専
ら
彼
れ
の
天
才
の
特
皆
、
に

凶
る
の
で
、
つ
ま

b
彼
れ
の
創
作
力
が
他
の
作
家
I

乙岡県一つ

℃
一
服
る
所
、
か
ら
来
℃
居
る
c

そ
れ
で
私
の
誌
も
彼
れ
の
創

作
力
の
特
質
、
炉
、
b
始
ま
る
の
で
あ
る
。
凡
任
逃
術
家
の
描

く
一
円
b
d
事
柄
の
絡
閣
は
人
聞
と
人
間
之
の
生
活
、
}
口
で

雑

総

五月一一一
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の
根
本
問
題
で
あ
る
。
是
れ
が
ア
ン
ド

v
z
ァ
の
天
才
の

特
質
で
あ
っ
℃
又
仰
の
作
家
主
惑
っ
て
居
る
鮎
で
あ
る
。

を
細
大
漏
ら
ゆ
d

、
ず
に
観
察
す
れ
ば
謀
れ
で
充
分
で
あ
る
。

チ
ム
ホ
ブ
の
議
術
的
態
皮
は
郎
ち
斯
く
の
如
b
d
も
の
で
あ

っ
て
英
代
h
k如
何
な
る
些
細
な
事
柄
も
彼
の
別
々
た
る

-z

限
党
を
泌
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
c

チ
デ
ボ
プ
の
数
多
我
々
が
ア
ン
ド
V

Z

7

の
作
物
に
見
る
併
の
特
質
も
矢
張

ト
録
待
相
は
郎
ち
此
の
お
・
凡
単
調
な
る
比
一
一
制
な
事
相
を
其
の
郎
の
特
殊
の
天
才
か
ら
京
市
て
居
る
。
ア
ン
ド
レ
広
ア
の
創

折
々
に
拠
へ
た
も
の
で
、
所
部
人
生
の
破
片
で
あ
る
、
要
す
作
を
研
究
す
る
に
は
先
づ
是
れ
を
二
方
而
よ
b
見
℃
行
く

る
に
チ
ぞ
が
プ
の
天
才
は
、
人
の
限
に
清
か
な
い
様
な
細
必
要
が
あ
る

J

印
ち
議
術
家
『
乙
し
℃
の
方
訴
と
普
事
者
・
と

か
い
総
や
紛
が
ら
段
々
、
と
作
よ
り
上
げ
ら
れ
た
と
一
お
っ
℃
も
し
て
の
方
而
で
、
又
吾
入
が
彼
の
作
物
乞
諌
ん
で
受
く
る

普
い
の
で
あ
る
。
蕗
が
ア
ン
ド
レ
、
品
プ
の
創
作
カ
に
な
践
の
印
象
も
義
術
1

乙
哲
準
之
を
組
合
せ
た
様
な
印
象
で
ゐ

る
1

乙
チ
エ
ホ
プ
『
乙
は
会
く
諮
っ
て
も
居
る
ι

ア
ン
ド

γ
広
フ
一
る
o

つ
ま

b
ア
ン
ド
V

且
ア
は
潟
賢
主
義
と
形
而
上
的
思

は
時
代
の
児
で
は
な
い
。
彼
の
作
物
も
亦
或
る
-
郎
氏
に
於
一
畑
山
・
と
を
結
合
し
℃
象
徴
的
若
く
は
紳
秘
的
の
新
ら
し
い
文

げ
る
成
る
枇
命
日
を
お
し
た
の
で
は
な
い
。
彼
は
全
く
時
代
…
的
時
十
を
開
い
た
天
才
で
あ
る
。
彼
れ
が
創
作
を
す
る
場
合
に

方
践
の
関
係
を
超
越
し
℃
一
般
人
類
的
問
題
に
精
紳
を
似
一
於
℃
は
華
北
人
設
が
現
賞
の
枇
曾
か
ら
取
ら
れ
た
が
、
現

倒
し
℃
居
る
。
個
々
の
枇
曾
的
大
気
は
彼
が
解
決
せ
ん
l
二
賓
の
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か

ι云
ム
事
は
更
に
問
は
な

し
て
居
る
問
題
や
疑
問
の
本
質
を
動
か
す
静
に
い
れ
か
な
一
い
。
彼
は
サ
ぞ
れ
よ
タ
も
、
も
つ
之
複
雑
な
一
般
人
類
的
問

い
。
彼
の
興
味
を
懐
い
て
庇
る
姑
は
会
く
普
通
の
人
間
の
題
を
解
決
し
て
居
る
oi

彼
は
挙
資
を
事
寅
f

乙
心
て
有
の
慌

考
へ
及
ば
な
い
方
面
で
、
五
口
々
の
阪
に
鮒
れ
な
い
人
生
で

i

描
い
て
居
る
1

乙
一
五
ふ
よ

b
か
術
品
一
九
論
議
し
℃
居
る
の
で
わ

わ
る
。
然
し
我
々
之
無
関
係
の
も
の
で
は
な
く
苦
か
ら
入
る
。
例
へ
ば
二
来
事
氏
が
誇
ロ
れ
た
「
血
笑
記
」
で
わ
る

問
の
個
性
を
脹
治
し
個
人
の
自
由
を
支
配
し
℃
居
る
人
生
是
れ
は
原
書
で
は
『
亦
予
笑
ひ
」
?
乙
云
℃
戦
守
の
恐
る
可

、

車
曹
仲
E

使

、

d
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a-JL
事
を
揃
い
た
の
で
あ
る
が
併
し
戦
争
を
一
の
事
賓
と
し
事
之
関
係
を
絶
つ
℃
、
円
以
つ
℃
自
己
の
生
命
を
保
つ
ペ

て
揃
い
て
底
る
の
で
な
く
一
般
の
問
題
'
と
し
て
、
佐
果
的
言
で
あ
る
。
未
来
の
閥
民
の
秘
を
保
会
す
ぺ

3
で
わ
ふ

疑
問
『
乙
し
て
是
れ
を
論
七
℃
居
る
の
で
あ
る
。
尤
も
露
凶
我
々
は
今
日
の
惨
朕
を
見
る
に
忍
び
泊
料

0

・q
i
V
H
j
H
l
一撃

ι

麗
の
批
評
家
の
中
に
は
此
吋
血
笑
記
』
が
日
露
戦
争
の
事
℃
は
限
中
の
血
走
る
を
禁
ぜ
料
。
貨
に
天
が
一
矧
上
に
絡

を
描
い
た
も
の
だ

ι言
っ
た
人
も
あ
る
が
、
併
し
ア
ン
ド
J

懸
t

り
大
地
が
足
下
に
裂
け
る
や
う
な
戚
が
わ
る
。
諸

1

V

旦
プ
は
此
の
戦
守
に
従
箪
し
た
事
も
な
け
れ
ば
窓
際
現
一
司
耳
、
似
・
・
り
に
我
還
は
気
が
狂
つ
℃
ゐ
る
と
す
る
も
、

場
に
臨
ん
で
此
の
戦
守
の
惨
慌
た
る
光
景
を
見
た
搾
で
も
…
我
輩
の
一
耳
、
ム
所
は
奨
理
で
あ
る
。
我
輩
に
は
父
、
が
わ
ι
り

な
い

l

限
h
k
日
露
戦
争
が
此
の
「
血
笑
話
』
を
作
る
一
一
兄
弟
、
が
あ
る
が
皆
戦
守
で
牛
馬
の
蹄
の
如
く
腐
敗
し
つ

の
跡
機
十
あ
っ
た
I

乙
し
た
所
で
、
是
れ
は
決
し
て
日
一
路
戦
一
〉
わ
る
。
宜
し
く
鋒
を
焚
い
て
穴
を
掘
っ
て
、
惑
械
を

φ
ι
一
民
ム
事
費
を
共
般
に
揃
-
潟
し
℃
居
る
も
の
で
は
な
一
鋳
潰
し
て
埋
め
℃
了
ふ
が
好
い
。
軍
人
を
捕
へ
て
そ
の

い
。
般
会
戦
m
す
が
満
州
の
野
に
起
ら
う
が
、
巴
繭
一
幹
宇
品
一
燦
た
る
狂
気
慨
を
剥
い
で
、
寸
裂
し
℃
了
ふ
か
好
川
、

に
起
ら
う
が
又
何
日
何
時
生
ヒ
ゃ
う
が
英
ん
な
事
に
は
ア
一
我
々
は
最
早
忍
大
乙
之
が
出
来
料
、
、
、
同
紛
が
死
ぷ

ン
ド

ν
旦
プ
は
廷
に
注
意
し
℃
居
な
い
。
此
の
事
は
「
血
一
つ
〉
わ
る
の
で
あ
る
、
、
乙
(
血
笑
記
二
二
一
一
一
!
二
二

笑
記
」
の
最
後
の
断
絡
を
取
℃
見
℃
も
能
く
分
る
。
此
廃
一
五
頁
)

に
於
℃
ア
ン
ド
レ
エ
プ
は
或
縦
士
の
口
を
借
b
℃
乙
ん
な
…
つ
ま

b
ア
ン
ド
レ
品
プ
は
時
代
方
腐
1

乙
一
千
ム
様
な
傑
件
や

子

仁

識

ペ

℃

居

る

。

関

係

に

支

配

w
d
れ
ず
に
世
界
的
若
く
ば
}
般
人
類
的
現
象

7
、
生
存
上
新
生
磁
を
開
く
の
は
諸
君
の
任
務
で
み
の
に
就
て
思
議
し
℃
居
る
。
郎
ち
表
誕
の
事
質
を
見
ず
に
泊

?ψ
・4す
。
諸
君
は
青
年
で
あ
る
。
諸
君
は
未
来
、
代
生
活
ち
に
其
の
事
賞
の
本
憾
に
徹
底
せ
ん
と
し
℃
居
る

c

又
ー

す
べ

3
人
で
あ
る
。
宜
し
'
く
此
の
如
き
狂
暴
惨
献
な
る
物
の
上
か
ら
言
つ
℃
も
、
例
へ
ば
ウ
肌
笑
記
い
の
内
に
拙

品
陪

点
本

色長

五
一
混

‘ 、

d

f

!

十

4

÷

・

}

、
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維

、

鈴

‘

m
k
い
れ
れ
℃
居
る
主
人
設
に
し
た
彪
で
「
思
想
』
F

乙
一
お
ふ
象
徴

的
作
物
の
主
人
会
ド
ク
ト

y
e
ケ

Y
ゼ
ン
チ
エ
プ
に
し
た

所
で
、
「
ヒ

i
y
の
ヲ

v
nノ
!
』

I
C
一
式
ふ
傑
作
の
主
人
会
に

し
た
所
で
、
何
れ
も
現
賓
の
一
批
命
日
わ
ら
取
ら
れ
た
人
物
と

は
見
え
な
い
。
併
し
ア
ン
ド
レ
ぷ
ア
の
怖
い
℃
居
る
駐
命
日

や
人
物
が
現
賓
の
一
般
命
日
や
人
物
で
鉱
山
〈
℃
も
決
し
℃
彼
が

創
作
の
債
依
を
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
、
何
故
な
ら
ば
彼

は
議
術
家
な
る
と
同
時
代
哲
皐
者
で
ゐ
る
。
議
術
家
l
」し

℃
は
何
蕗
迄
も
現
賢
一
に
忠
窓
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ

ど
も
鷲
愚
者
と
し
℃
は
叉
謀
れ
以
上
に
何
等
の
俊
一
件
や
制

約
に
も
絡
れ
な
い
で
康
く
事
相
営
槻
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
}
乙
一
一
員
っ
て
彼
は
決
し
℃
現
質
討
無
脱
し
て
ほ
泊
る
認
で

は
な
い
。
彼
は
議
術
家
Iι
し
℃
は
何
彪
迄
も
現
貸
し
r
h

胸
れ

℃
尉
て
尽
貨
に
賞
枇
舎
を
備
い
て
居
る
。
何
庭
山
辺
J

も
周
閣

の
人
々
と
共
に
人
生
の
痛
苦
を
荷
は

λ
と
す
る
煩
悶
の
人

で
あ
る
。
例
へ
ば
彼
れ
が
最
近
の
傑
作
で
ト

Y
ス
ト
イ
伯

の
八
十
阿
誕
辰
祭
に
献
ド
レ
た
と
一
瓦
ふ
「
七
死
刑
物
語
』
な

ど
は
其
好
溺
例
で
あ
ら
う
。
此
の
作
は
死
刑
に
宣
告
ヨ
れ

た
七
人
の
革
命
議
の
経
歴
f

乙
死
刑
前
に
於
け
る
彼
等
の
心

理
統
態
を
お
し
た
も
の
で
み
一
然
現
代
の
露
西
亜
の
潟
良
質
で

あ
る
。
何
彪
を
見
℃
も
A
1
挟
b
取
ら
れ
た
計
ι
リ
の
生
温
い

、、、.、

肉
片
が
血
に
染
っ
た
俄
ヂ
η
ノヂリノ
i
乙
肢
へ
て
居
る
と
一
託
っ

た
調
子
で
読
み
な
が
ら
媒
然
と
す
る
様
な
節
が
多
い
。
是

れ
は
み
一
く
懇
で
綴
ら
れ
た
文
字
で
な
く
生
け
る
周
関
の
賞

枇
合
わ
ら
探
賞
、
取
ら
れ
た
生
活
の
破
片
と
一
お
ふ
も
の
で
わ

ら
う
。
ア
ン
ド
レ
品
ア
は
郎
ち
此
の
物
誌
に
於
て
今
日
露

闘
の
社
舎
に
滋
つ
℃
居
る
政
る
可

S
崎
県
を
揃
お
し
た
の

で
わ
る
。
多
く
の
人
々
は
現
代
此
の
眠
撲
界
の
内
に
生
存

し
な
が
ら
英
れ
を
認
め
、
ず
に
居
る
。
底
γ

ザ
ウ
認
h
u

る
事
を
欲

し
な
い
の
で
あ
る
。

H
A
治
々
と
し
℃
流
れ
去
ι
リ
流
れ
来
る

生
活
の
濁
流
に
お
ふ
込
ま
れ
℃
再
び
浮
ぴ
出
づ
る
の
望
み

も
な
く
定
し
く
、
過
度
欣
態
の
内
に
迷
っ
て
居
る
の
が
今
日

の
露
閥
強
で
』
の
Y
Q
l
h

一
滋
西
軍
人
は
現
に
此
の
眠
薬
の
内
に

有

b
な
が
ら
現
賓
の
生
を
意
識
せ
ず
に
居
る
の
を
制
抑
止
リ
限

め
た
る
ア
ン
ド

V

品
プ
は
郎
ち
早
く
も
是
れ
+
ど
戚
b
τ

其
泌
怖
を
具
閥
的
に
憾
へ
た
の
で
あ
る
ο

ア
ン
ド
レ
品
フ

の
作
物
、
が
露
西
亜
の
一
枇
食
を
動
か
し
℃
居
る
の
は
何
よ

b

般
か
な
事
買
で
讃
者
は
皆
自
分
自
身
が
作
中
に
捕
か
れ
て

五
一
六

日
泊
る
罪
認
の
関
係
者
で
あ
る
と
云
よ
事
を
自
覚
し
て
居
る
。
ト

Y

ス
ト
イ
伯
は
曾
J

し
天
才
の
定
義
を
下
じ
て
真
相

る
。
之
は
依
℃
見
て
も
ア
ン
ド
レ
エ
ア
の
作
物
が
如
何
に
の
天
才
と
は
卒
凡
な
る
日
常
生
活
の
中
代
美
と
悲
劇
と
な

現
震
の
露
磁

m
k胸
れ
℃
底
?
の
が
『
仁
一
五
よ
事
が
分
る
。
向
後
見
し
得
る
入
営
謂
ふ
の
で
わ
る
と
言
っ
た
乙
之
が
ゐ
る

時
に
彼
の
作
物
の
枇
愈
的
債
依
も
認
め
ら
れ
る
。
夫
れ
故
一
炉
、
ア
ン
ド
レ
品
プ
は
邸
ち
此
の
人
生
の
根
底
代
様
は
つ

に
或
人
々
が
ア
ン
ド
V

エ
プ
を
目
し
℃
現
貨
の
枇
合
之
波
…
℃
居
る
怒
劇
代
務
日
し
℃
居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は

交
渉
の
作
家
で
あ
る
I
乙
云
ム
批
評
は
只
英
二
闘
を
見
℃
他
一
此
の
深
淵
な
る
人
生
の
背
を
時
め
な
が
ら
何
ラ
が
し
℃
此

面
を
知
ら
な
い
臓
の
皮
砲
な
見
解
に
過
ぎ
な
い
。
偶
々
彼
一
の
世
界
を
脱
す
べ
b
d
活
路
左
待
・
だ
い
/
¥
と
頻

h
k
追
求

が
現
枇
命
日
を
超
越
し
℃
是
か
ら
十
年
や
サ
年
先
の
一
枇
曾
を
一
し
℃
居
る
の
だ
。
不
断
彼
れ
の
般
に
映
ず
る
も
の
は
、
石
の

揃
い
℃
現
貨
の
批
曾
・
と
何
等
の
関
係
も
な
い
様
に
手
え
る
…
如
b
d
生
命
の
な
い
都
府
と
怠
憎
の
如
き
家
屋
で
あ
る
。
立
(

の
は
却
℃
ア
ン
ド
レ
品
ア
の
天
才
の
大
な
る
所
以
で
叉
是
一
中
に
人
々
は
縫
の
中
の
鳥
見
た
や
う
に
閉
鎖
ロ
れ
て
居
る

れ
わ
る
が
矯
め
に
彼
の
作
物
が
新
し
い
意
味
を
以
℃
依
界
一
人
々
の
心
も
利
己
主
義
の
殻
に
包
ま
れ
℃
居
る
。
死
せ
る

に
迎
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
ゐ
る
c

一
が
如
く
冷
然
た
る
荒
野
之
自
然
之
は
取
だ
時
々
、
臆
病
な

一

回

一

一

る

人

類

枇

命

日

よ

ら

響

く

呪

組

の

絶

叫

な

反

響

す

る

の

み

ア
ン
ド
V

広
プ
を
研
究
す
る
に
は
躍
に
其
の
創
作
力
の
特
で
で
、
人
間
の
苦
痛
之
何
等
関
す
る
所
が
な
い
。
そ
れ
で
、
ァ

質
を
見
た
丈
で
は
足
ら
な
い
更
に
此
の
特
質
を
盗
み
出
し
…
ン
ド

ν

L

Y
は
如
何
に
も
生
の
古
に
地
え
wo
る
も
の
〉
如

た
彼
れ
の
人
生
観
に
就
℃
考
ム
る
の
必
要
が
あ
る
。
ア
ジ
〈
、
業
制
却
を
間
一
己
実
肢
を
眺
め
つ
〉
恐
れ
以
上
は
最
ラ
怒

ド
V

品
ア
の
人
生
槻
の
基
礎
乞
要
す
る
に
神
秘
的
運
命
之
、
火
事
が
出
来
な
い
1
乙
斗
一
一
口
っ
た
調
子
で
あ
る
。
放
に
彼
れ
の

一
式
ム
事
に
節
義
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
貼
に
於
℃
彼
は
作
物
は
何
れ
も
暗
黙
と
滋
怖
ic
に
満
ち
?
¥
℃
居
る
。
彼

基
替
数
の
世
界
観
b
L
離
れ
て
普
の
運
命
設
に
立
返
っ
℃
活
れ
の
作
物
に
於
℃
、
一
切
の
存
在
は
謎
で
あ
る
。
人
間
は
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官
自

4

な
る
被
働
的
の
犠
牲
で
あ
る
。
入
額
は
越
ゆ
可
か
ら
生
と
は
皐
克
人
を
怒
ら
し
又
は
喜
ば
す
所
の
玩
具
の
や
う

ぴ
る
除
ぽ
で
以
て
、
替
の
世
界
か
ら
翻
然
分
た
れ
て
了
つ
な
も
の
で
、
人
は
皆
な
此
の
玩
具
に
縦
一
井
出
れ
て
居
る
の

℃
、
蹴
病
者
の
如
く
助
け
な
き
一
政
悩
を
徒
ら
に
隙
俊
の
廻
だ
。
我
一
炉
心
の
慕
に
沿
う
て
、
過
去
を
眺
ひ
れ
ば
凡
℃
是
れ

よ
リ
に
打
棒
い
℃
居
る
。
乙
』
し
で
其
上
を
熱
い
初
郊
の
生
へ
た
一
兆
の
彩
で
あ
る
の
現
貨
の
生
は
永
久
に
限
め
w
d

る
夢
で
わ

赤
う
笑
ぴ
が
飛
F
A
で
居
る
と
ふ
一
一
口
っ
た
一
風
で
あ
る
。
是
れ
は
一
る
。
人
を
生
当
」
な
が
ら
葬
る
惑
で
あ
る
。
如
何
に
し
℃
此

決
し
て
色
彩
を
濃
化
し
た
祥
で
は
な
く
、
生
の
恐
怖
其
物
一
の
現
質
の
住
を
存
縦
し
ゃ
う
。
如
何
に
し
℃
此
の
現
貨
の

を
形
h

仇

し

た

丈

で

わ

る

。

…

苦

を

遁

れ

や

う

。

ア

シ

ド

レ

品

フ

は

則

ち

此

の

官

界

を

脱

ア
ン
ド
V

L

7

/

は
人
間
の
諮
っ
た
幻
像
が
如
何
に
虚
偽
…
す
べ
き
」
活
路
を
絶
え
ず
求
め
て
居
る
の
で
あ
る
。

の
も
の
で
あ
る
か
を
示
ヨ
ん
が
鴻
に
、
人
生
の
而
よ

b
凡
…
例
へ
ば
吋
応
惣
」
中
の
ド
ク
ト

Y
、
ヶ

Y
ゼ
ン
チ
広
ア

て
の
被
布
を
剥
取
っ
て
居
る
。
現
は
れ
水
ゆ
る
も
の
は
皆
な
一
だ
。
彼
は
高
逃
な
る
思
認
を
以
℃
世
に
打
勝
た
ん
と
し
℃

迷
設
で
わ
る
、
滋
俄
で
あ
る
。
見
よ
最
初
は
令
一
箔
附
の
W
A

…
居
る
。
彼
ょ
・
9
見
れ
ば
、
父
純
撒
水
市
の
ふ
沼
・
・
一
臓
の
中
に
、
激

物
I
乙
思
っ
た
の
が
、
後
に
な
っ
て
見
る
之
官
一
仰
の
壊
れ
一
、

P
B生
を
後
ん
で
居
る
世
の
義
人
等
は
一
文
の
債
依
も
無

た
古
器
に
過
ぎ
な
い
。
人
生
の
事
概
ね
然
う
で
あ
る
。
例
一
ぬ
い
。
彼
は
冷
か
な
る
思
想
を
以
て
勇
ま
し
く
人
間
枇
曾
の

へ
ば
「
天
使
の
像
」
だ
。
ク
η
ノ
ス
マ
ス
e
ツ

y
!
の
天
伎
の
一
法
律
t
乙
戦
つ
℃
居
る
c

然
し
、
彼
れ
で
も
結
え
ず
冷
静
峻

像
が
、
最
初
は
少
年
サ

1
V
ユ
カ
の
限
に
は
何
ょ
・
9
美
し
一
一
階
な
る
思
想
の
鋸
の
下
に
ば
か
し
、
卒
然
支
局
し
℃
居
る

〈
食
品
d

も
の
に
見
え
た
が
、
後
に
は
地
容
の
中
に
務
け
℃
、
乙
?
乙
は
出
来
な
か
っ
た
。
求
だ
何
か
足

b
な
い
も
の
が
わ

流
れ
て
、
消
え
失
せ
℃
了
ッ
た
。
同
時
に
今
迄
の
幻
像
も
る
。
何
か
他
に
要
す
る
も
の
が
あ
る
。
ア
ン
ド
レ
品

y
は

消
滅
し
た

G

例
へ
ば
港
予
自
由
の
麟
野
乞
空
想
せ
る
「
若
迭
に
之
を
宗
数
に
求
め
℃
見
た
。
例
へ
ば
「
ヒ

1
ワ
の

y

b
d
職
工
』
だ
。
彼
が
印
公
想
の
生
は
現
貸
の
生
で
な
い
。
人
ジ
η
ノ
イ
』
だ
。
本
件
仰
の
主
人
会
た
る

y
v
uノ
イ
は
不
断
肺

L
人
間
に
闘
す
ム
口
県
を
求
め
て
居
る
。
彼
は
信
仰
が
山
を
平
彼
を
安
心
せ
し
れ
U

る
に
足
ら
な
い
の
で
ゐ
る
。
彼
は
何

も
動
か

3
ん
こ
と
を
欲
し
℃
胞
の
心
。
彼
は
イ
プ
セ
シ
の
プ
に
も
斯
も
凡
℃
人
知
恋
劇
の
同
盟
者
と
し
て
取
扱
つ
℃
目
的

ヌ
ン
ド
の
が
く
、
全
世
界
中
ピ
救
は
ん
と
し
℃
居
る
。
共
れ
る
。
例
へ
ば
「
亦
含
笑
い
だ
。
戦
争
だ
。
人
々
は
互
に
憎

が
翁
に
は
何
ん
な
犠
牲
も
情
ま
ず
、
何
ん
な
陣
容
も
背
lc

合
っ
て
居
る
。
臆
病
な
る
群
集
は
屯
シ
ゴ

l
y
の
前
に
バ

し
な
か
っ
た
。
然
し
彼
は
迭
に
死
者
を
復
活
せ
し
む
る
乙
…
タ
々
々
一
銭
れ
℃
居
る
。
填
渠
は
問
附
な
ぐ
部
被
色
の
死
般

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
わ
る
。
弦
に
於
て
が
ヲ
ジ
η
ノ
イ
…
で
埋
め
ら
れ
℃
居
る
。
入
は
狂
気
に
な
っ
て
居
る
。
狂
気

の
幻
像
は
全
く
壊
れ
て
了
っ
て
、
彼
は
宗
敬
乞
呪
一
仏
、
一
抑
一
に
な
っ
て
書
夜
の
磁
別
な
く
1

乾
い
た
ぺ
シ
で
綾
な
ら
」
ム
え

を
協
り
な
が
ら
嵐
の
如
く
、
人
な
b
d
杭
来
を
駈
け
出
し
た
…
学
を
綴
つ
℃
居
る
。
紙
。
ど
反
し
℃
は
如
・
9
之
偉
大
な
る
不

が
、
途
中
で
バ
ッ
タ
λ

リ
銘
れ
て
其
俄
死
ん
だ
の
で
ゐ
る
。
…
滅
の
文
字
を
書
い
℃
庇
4
9
0

一
生
懸
命
心
の
血
を
絞
っ
℃

則
ち
信
仰
の
破
滅
で
あ
る
0

.

…
書
い
て
居
る
。
是
れ
は
シ
ム
ポ

Y
で
も
な
く
、
官
能
代
訴

阪
に
思
想
籾
h
u
に
足
ら
ず
、
宗
激
亦
脳
相
h
u
に
足
ら
ず
i
二
へ
ん
と
す
る
の
で
も
な
く
、
婚
だ
紳
艇
を
打
た
ん
と
す
る

せ
ば
、
人
生
の
活
路
は
之
を
何
彪
に
求
h
u

ぺ
告
で
あ
ら
う
一
手
段
で
も
な
い
。
是
れ
は
都
板
色
の
死
関
、
牛
一
央
b
d
血
、

「

、

、

か
。
ア
ン
ド
レ
エ
プ
は
今
や
死
物
狂
ひ
に
な
っ
℃
其
の
活
一
応

αし
入
、
生
け
る
人
の
上
で
、
ヶ
フ
々
々
一
笑
っ
て
居
る

路
一
を
求
め
て
居
る
の
で
あ
る
o

-

-

…
亦
主
笑
で
り
の
る
O
R

共
下
で
狂
人
は
間
断
な
し
に
、
夢
中
で

ア
ジ
ド
V

エ
プ
は
感
に
色
彩
を
濃
化
し
℃
居
る
の
で
は
…
書
い
て
居
る
。
ー

l
花
と
欣
だ
。
然
し
何
時
お
苦
い
℃
も

な
い
。
彼
は
却
℃
凡
℃
を
裸
憾
に
し
℃
居
る
。
凡
で
株
間

y
t、
花
と
歌
は
現
は
れ
て
来
な
い
。
人
生
も
茶
滋
ム
リ
だ
。

な
る
も
の
は
美
な
る
か
、
醜
な
る
か
、
恐
ろ
し
b
d

か
、
何
人
は
常
に
花
と
歌
を
綴
っ
て
居
る
が
、
何
時
お
綴
っ
て
も

つ
ち
か
一
吋
ノ
で
わ
る
。
俄
義
の
数
義
、
皮
想
の
見
解
は
彼
只
の
白
紙
で
、
花
と
歌
は
質
現
し
て
来
な
い
。
要
す
る
代

に
於
℃
何
等
の
構
成
も
有
た
な
い
。
普
通
の
人
生
観
は
最
幻
傑
だ
、
虚
偽
だ
。
人
は
お
に
幻
微
を
迫
び
、
臨
俄
の
影

か
訟
Hba 
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か
ら
死
の
恐
怖
を
経
験
し
℃
、
共
れ
を
深
刻
に
、
物
夜
く

仰
へ
℃
は
居
る
が
舵
だ
共
れ
丈
だ
。
設
れ
以
上
に
は
何
等

新
ら
し
雪
、
隠
れ
た
る
、
未
だ
知
れ
な
い
別
総
の
恐
怖
と

一
万
ん
か
も
の
は
戚
ぜ
ら
れ
な
い
。
所
が
、
ア
ジ
ド
レ
エ
ア
の

作
物
を
積
ひ
と
、
全
く
新
ら
し
い
恐
怖
が
戚
ぜ
ら
れ
る
。
一

以
前
認
め
な
か
っ
だ
深
測
が
大
吉
な
口
監
闘
い
℃
居
る
c

一

英
小
川
山
~
み
引
く
泊
旅
期
し
な
か
っ
た
不
意
の
心
持
、
が
浮
ん
で
恭
一

る
。
加
之
に
、
印
象
の
カ
が
極
め
て
強
く
、
鋭
〈
、
深
く
、
…

鮮
や
か
で
わ
る
か
ら
、
竣
か
な
が
ら
気
、
が
援
に
な
る
。
ト
八
…

に
依
て
は
み
ム
く
れ
叙
に
な
ら
な
い
1

乙
も
限
ら
な
い
り
一
・
去
三
九
の
初
旬
を
以
℃
Y

!
ズ
イ

Y
ト
氏
は
白
宮
を
去
れ

犬
故
代
ア
ン
ド
レ
品
フ
ケ
}
訟
な
に
は
虫
病
人
の
肉
慨
を
で
9
0
側
来
合
永
岡
の
評
論
別
仰
は
悲
て
氏
が
A
V
永
岡
の
進
歩

切
開
す
る
筑
で
演
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
蛍
よ
り
先
づ
一
段
W
一
述
に
支
献
せ
る
腕
の
偉
大
な
る
を
承
認
し
共
偉
功
を
貨

同
情
成
と
か
、
的
拠
議
性
よ
」
九
川
、
刺
激
性
I
ζ

か
云
っ
た
ゃ
う
…
揚
せ
〉
る
は
な
し
。
買
に
氏
が
米
側
行
政
長
官
の
地
位
に

な
成
、
ヒ
日
仰
い
性
能
を
悉
皆
無
く
し
た
上
で
掛
ら
な
け
れ
ば
一
於
け
る
活
躍
の
際
見
は
一
方
に
於
℃
氏
が
布
す
る
類
例
な

鈴
税
危
険
で
ゐ
る
。
作
中
人
物
の
茄
昔
、
悲
哀
、
恐
怖
、
戦
一

b
d
人
絡
の
殺
現
b
u，
示
し
℃
所
部
情
夫
を
し
℃
起
だ
し
ひ
る

傑
と
一
式
人
や
う
な
凄
味
わ
る
心
服
態
を
客
観
的
に
槻

mmし
慨
ゐ
る
と
同
附
に
，
他
方
に
於
て
は
公
衆
闘
の
、
近
時
政
治

ゃ
う
lr一
す
る
に
は
、
何
う
し
て
も
自
分
に
於
℃
珠
め
純
生
史
の
小
お
と
し
て
同
側
最
近
の
急
速
な
る
後
日
展
佐
一
札
口
人
に

迎
的
作
用
を
殺
す
か
、
鈍
く
す
る
か
、
何
っ
ち
か
し
な
け
合
符
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
が
わ
る
が
故
に
予
は
米
側
評

、

a

れ
ば
、
社
鮮
に
は
自
分
か
作
物
に
悶
は
れ
て
了
っ
て
、
み
論
の
評
論
が
報
ず
る
所
に
よ

b
、
互
に
英
一
一
斑

k
紹
介
せ

、

幸雄

告主
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な
誕
へ
ん
と
し
℃
居
る
の
だ
。

ア
ン
ド

v
z
プ
は
其
原
悶
を
探
h
M
℃

1
1、
遂
に
自
我
に

到
達
し
た
。
「
人
の
生
活
』
之
一
式
ム
作
が
英
れ
で
'
み
る
。

彼
は
人
々
に
臆
病
な
る
奴
隷
的
自
我
の
荻
る
と
と
を
知
っ

た
。
幻
像
も
、
虚
偽
も
、
花
も
、
献
も
、
苦
痛
も
、
恐
怖

も
替
な
此
の
臆
病
な
る
自
我
の
所
生
で
あ
る
。
世
界
も
、

人
類
も
、
天
閣
も
、
地
獄
も
要
す
る
に
一
心
の
作

mに
池

ぎ
な
い
。
歴
史
が
人
を
遺
る
の
で
な
く
、
人
々
白
か
ら
歴

史
を
諮
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
一
一
切
持
率
人
間
自
身
の
中

に
在
る
。
略
だ
肉
に
紛
ら
る
〉
援
の
奴
隷
的
根
性
が
人
を

腿
治
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
故
に
ア
ン
ド

v
z
ア
の
溺
開

催
壬
い
は
我
々
に
向
っ
て
自
己
に
反
抗
す
る
と
よ
」
を
鋭

b

に
絶
叫
し
て
居
る
の
モ
ゐ
る
、

開

白、、

昼一 寸争

-
8
7
1
4
・

7

?

L

 

t
i
i
f
 

最
後
に
ア
ン
ド
レ
品
ブ
の
作
風
や
姉
潟
の
方
法
に
就
℃

少
し
述
べ
ゃ
う
。
ア
ン
ド

v
z
プ
の
観
察
は
何
彪
ま
で
も

一
心
理
率
的
で
、
茶
摘
識
は
徹
頭
徹
尾
病
理
率
的
で
あ
る
。

英
中
に
は
随
分
絞
殺
な
解
剖
川
が
行
は
れ
て
居
℃
、
非
お
に

深
刻
な
戚
ヒ
が
す
る
。
ア
ン
ド
V

エ
プ
の
態
度
は
、
寄
へ

111 

菜食

銭t

、，，;.

五
ニ

O

ば
巧
み
な
外
科
贈
の
態
度
一
で
あ
る
。
外
科
段
、
が
病
人
の
肉

附
阿
佐
切
一
閃
す
る
時
に
は
鋭
い
解
剖
刀
を
グ
イ
t
乙
病
般
に
切

λ

ソ
込
ん
で
稲
々
隠
れ
た
微
細
な
紳
緩
や
、
日
に
倒
れ
な
い

複
雑
な
細
胞
の
痛
み
ど
探
ね
る
。
ア
ン
ド
レ
広
プ
も
之
I
乙

岡
、
じ
行
方
で
、
共
人
物
の
内
所
生
活
を
抑
制
か
に
槻
燥
す
る

郊
に
は
矢
回
以
此
の
大
手
術
ル
弘
行
っ
て
居
る
。
例
へ
ば
前
に

示
し
た
吋
七
死
刑
物
語
』
の
如

B
E
七
人
の
人
物
の
死
刑

一
前
に
於
け
る
心
理
朕
態
を
制
限
察
し
、
解
剖
せ
ん
が
翁
に
、

…
彼
は
此
の
七
人
の
革
命
議
員
を
同
時
に
断
邸
主
の
上
に
泉

町
げ
て
居
る

P

尤
も
、
此
の
方
法
は
ア
ン
ド
レ

ι

7

に
依
℃

始
め
ら
れ
た
1

乙
一
五
ふ
読
で
は
な
い
l

死
の
恐
怖
、
死
の
痛

苦
は
悦
に
回
日
必
迄
も
幾
皮
か
人
心
の
泌
を
鮮
か
F

九
J

乙
し
た
多

く
の
心
理
町
内
サ
者
等
に
依
λ

リ
て
試
み
ら
れ
た
事
で
わ
る
。
露

地
T

に
於
て
も
、
西
欧
文
mm十
に
於
℃
も
、
長
人
は
阪
に

死
の
淵
に
臨
め
る
人
の
心
理
を
辿
ら
ん
と
し
た
多
く
の
計

書
一
の
有
っ
た
事
を
知
つ
℃
活
る
。
例
へ
ば
ド
ス
ト
点
プ
ス

キ
イ
の
如
h
t
は
、
恋
人
に
斯
か
る
恐
る
べ
h
d
坂
浩
に
夜
る

人
の
心
理
を
示
し
た
…
人
で
あ
る
。
蛾
然
、
共
別
に
差
別

、
が
わ
る
。
ド
ス
ト
エ
ブ
ス
キ
イ
や
英
他
の
人
々
は
賢
際
自

も
や

す
/
¥
恐
怖
の
犠
牲
f

乙
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ん
乙

る
。
ア
ン
ド
レ
広
プ
在
議
h
u

の
に
大
な
る
克
己
を

と
一
お
ふ
の
は
則
ち
此
の
前
で
わ
る
。
〈
完
〉

と
に
な

要
す
る

Wy--ズ
.r-..、 E ・

ル
ト
氏
時
代
概
観

倉

市

赤n

続ia

論
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